３　塩浜のこと
　小浜の塩浜についての記録に次のものがある。

　　塩浜

　一拾間　　清助　　　　一拾三間　宇左衛門

　一EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps21 \o\ad(\s\up 9(拾壱間),拾　間)　与兵衛　　　一EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps21 \o\ad(\s\up 9(拾三間),九　間)　助兵衛
『寛永十年伯州河村郡小浜村御地詰帳』
　同帳によれば、当時小浜の総戸数5戸中4戸は塩浜を持ち、製塩にかかわっていた。

　その後の塩浜記録は、ほとんど塩浜役（塩浜に課せられた税で米で納めた）の高であるが、その数も少なく、記録も簡単である。

　　承応二年　壱石七斗　塩浜運上
　　万治二年　同　上

　　寛文五年　同　上

　　寛文七年　同　上　三十三匆　同釜役

　　天明七年　壱石七斗　塩浜役　塩浜間数長弐町、横弐拾五間塩焼釜弐拾壱軒当時の戸数三拾四軒
　　文化五年　壱石七斗　塩浜役

　　文政二年　同　上
　　天保七年　同　上　（塩浜を持つもの二十二人）当時の戸数三十四・五軒か

　　天保九年　同　上　（塩浜を持つもの二十三人？）

　　天保十年　同　上

　この塩浜役はいつから始まったものか明かでないが、これも田畑の物成（年貢）と同様、村単位に課せられ、村では個人別に徴収して納めていたらしい。
　天保7年及び天保9年の『小浜村田畑御下札表名寄帳』によれば、個人別の納高は次のとおりである。

　　天保七年　六升八合　二十名　四升四合　一名

　　　　　　　三斗三升一合　一名（引地村佐七郎）
　　天保九年　六升八合　二十一名？　四升四合　一名

　　　　　　　三斗三升一合　一名（引地村佐七郎）

　天保7年の小浜における引地村佐七郎の持高（田畑のとれ高）は19石1斗9升3合で、この田畑は文政2年の記録（佐七郎の親かと思われる市兵衛の田畑は、当時10人の小浜の小作人によって小作され、自作地は一筆もない）から推して多くの小浜の小作人によって耕作され、同様に3斗3升1合を納めた塩浜も、何人かの小浜の人によって小作されていたものと思われる。小浜の塩浜の記録は天保11年以降を欠ぐ。
　これは『鳥取県郷土史』に「天保頃にはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くがみ),陸上)、宇野の他廃業状態となり、天保15年から塩浜役御免となった」とあるとおり、次第に衰微し、やがて免除となったためらしい。
　天明6年、文政5年、天保10年の記録によれば、石脇には塩浜役6石の外に、「塩浜荒加損（減税）壱石三斗」と記され、一部荒廃して減石となっていたことがわかる。

　少なくとも200年近く（承応2年から天保10年まで）年々1石7斗の塩浜役を納めていた小浜の塩浜も、その間には盛衰をまぬがれず、村や個人の経済上に占める位置も時に変化したであろう。次の文書はその間の事情を物語る。
　　小浜村御高八拾三石の内過半悪田之村方ニ御座候。一斤人数多作方行届不申。就夫ニ塩浜併鰯漁等ニて漸し御納一所仕候云々（享保二年、三年、四年の拝借米願出の文書）

　　小浜村御高八拾三石の所、過半悪田之村方ニ御座候。人数多作行届不申。就夫ニ去秋共ハ御存被遊通り、谷之山陰し悪田ニ格別実入不申、併ニ鰯漁等も無御座候二付、御納大ニ不足二相成り云々（文化十一年拝借米願出の文書）
　　小浜村御高八拾三石の所、過半悪田之村方ニ御座候。甚難渋仕り、殊ニ去秋度々の大風に田畑共大ニ風損ニ罷成、併ニ破船等も有之、其上鰯漁も無御座云々（天保七年の同上）
　小浜の東の長和瀬、西の石脇・園・宇谷もまた塩浜を持ち、それぞれ塩浜役を納めた。長和瀬に寛永10年、寛文13年の次の記録を残す（両方とも同じ文言）。

　　塩浜数合壱町壱反五畝七歩　塩干のかま三拾六有（寛永十年に塩浜を持つものは二十八人？）
　石脇、園の記録は、宝暦の終り頃にはじまり、天保9年まで両村共塩浜役6石を納めていたことがわかる。

　宇谷の記録の初見は、宝暦9年で、数多くの記録は天保9年までつづき、いずれも塩浜役は4人である。

　嘉永元年の御下札には塩浜役の記載がない。当時は免税となっていたことが知れる。『鳥取県郷土史』によれば「万延の頃伊王野浩斉は枝條式製塩法により、石脇の浜で試験をしたが、成績は不明である」とあるが、賀露での試みが失敗し、再挑戦の場として郷里石脇海岸を選んだが、これまたあいにく悪条件が重なり、再び失敗に帰している。「ゆかりの人物―伊王野坦」参照
　慶応3年生れの小浜の老婆（長和瀬生まれ）は若い時、小浜の人が潮まきをするのを見たことがあり、元治元年生れの石脇の老婆、嘉永4年生の宇谷の老婆は、それぞれ子どものころ石脇・宇谷に一軒だけ製塩していた家があったと記憶していた。（『泊村の歴史稿』より）
